
平成 2９年度 大泉名水会 第７回 定例委員会 議事録 

 

開催日時； 平成 2９年 1１月１２日（日） 午前 10：00～11：50 

開催場所； 東大泉地区区民館 地下会議室３ 

出席者 ； 委員 1１名、 職員 1名 

作成者 ； 長束  

 

今月の委員会議事・報告内容は、以下の通りです。  

 

議題 

１．名水会規約、第 5 章１５、16 条の「財務委員」「専門委員」の定義明確化について 

 

２．インフラ事業の危機対策、設備の不具合、老朽化、自然災害に対して 

 また、緊急の多額出費に備え、事前に予め小額づつ予算化しておく。 

３．入会案内のパンフレット・ホームページについて 

 用語の適正化、例えば「天然水」「深層水」「都水より安価」等に付き、説明と意見交換。 

 なるだけ早急に改定版の実施。 

 

その他 

報告事項 

（１）隣接土地所有者「浦野奈緒美」他 1 名の土地測量にあたり、委員長から井関専門委員に立ち会

いをお願いし、平成 29年 10 月 6 日立ち会い土地の境界について確認を行う。 

 なお、「立会確認書」は事務所の金庫に保管してある。 

（２）地下水槽の定期清掃、配電盤内の定期点検及び配電盤内の機器類交換は予定通り終了（平成

29年 10 月 28 日から 29 日午前 4時 40 分）。 

（３）防災対策・訓練の実施（平成 29年 10 月 21 日 午前 10 時～11時 30 分） 

 関東電機保安協会「関根氏」及び事務所「田沢技術管理者」の説明により「自家発電機の起動操

作等を実施。 

 また、今後の事業計画について高塚環境委員より、非常事態時（送水不可・不能）に備え、貯水槽

からの直接汲み上げ（小型汲み上げポンプ）の導入を検討した（燃料は少量のため、備蓄許可証は

不要）。 

（４）事務所施設内への猫など小動物が入れないように侵入防止ネット張りを行った。 

 

 

 

 

次回定例委員会火災予定 12月 10 日（日）会議室１ 


